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平成１６年（２００４年）２月５日発行
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平
成
１５
年
第
４
回
定
例
会

法
定
外
税
に
関
す
る
２
議
案
を
可
決

平
成
１５
年
第
４
回
定
例
会
は
１１
月
２１
日
に
開
会
さ
れ
、
会
期
を
１２
月
９
日
ま
で
の
１９
日
間
と

決
定
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
１６
件
を
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

１１
月
２６
・
２７
日
に
は
、
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
区
長
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
１２
月
９
日
に
は
、
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
中
、
２
件
を
賛
成
多
数
で
、
１４
件

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
次
に
、
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
３
件
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
４
件
を
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

委
員
会
審
査
の
た
め
に
本
会
議
を
休
憩
し
、
再
開
後
の
本
会
議
で
、
こ
れ
ら
４
件
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
１
件
を
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
１１
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採

択
、
２３
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
、
１
件
の
取
下
げ
を
承
認
し
ま
し
た
。

豊
島
区
放
置
自
転
車
等
対

策
推
進
税
条
例
を
可
決

同
条
例
は
、
鉄
道
駅
周
辺
に
お
け

る
放
置
自
転
車
等
対
策
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
放
置
自
転
車
等
対
策

事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て

る
た
め
、
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
法
定
外
目
的
税
と
し
て
、
区
内

鉄
道
事
業
者
に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

区
内
に
所
在
す
る
鉄
道
駅
に
お
け

る
前
年
度
の
乗
車
人
員
を
課
税
標
準

と
し
、
税
率
は
、
乗
車
人
員
千
人
に

つ
き
７４０
円
で
す
。
施
行
は
、
総
務
大

臣
の
同
意
を
得
た
日
以
後
、
規
則
で

定
め
る
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

（
関
連
記
事
４
面
に
）

豊
島
区
狭
小
住
戸
集
合

住
宅
税
条
例
を
可
決

同
条
例
は
、
ゆ
と
り
あ
る
住
宅
・

住
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
地
方
税

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
外
普
通

税
と
し
て
、
狭
小
住
戸
を
有
す
る
集

合
住
宅
の
建
築
等
の
行
為
に
対
し
、

そ
の
建
築
主
に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

区
内
に
新
た
に
生
ず
る
集
合
住
宅

の
狭
小
住
戸
（
専
用
面
積
が
２９
�
未

満
）
の
戸
数
を
課
税
標
準
と
し
、
税

率
は
狭
小
住
戸
１
戸
に
つ
き
５０
万
円

で
す
。
施
行
は
、
総
務
大
臣
の
同
意

を
得
た
日
以
後
、
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。

（
関
連
記
事
４
面
に
）

豊
島
区
議
会
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
を
一
部
改
正

議
員
の
期
末
手
当
額
を
制
度
化
し
、

期
末
手
当
の
支
給
回
数
を
年
３
回
か

ら
２
回
に
改
め
る
と
と
も
に
、
就
職

及
び
離
職
し
た
月
の
報
酬
の
支
給
方

法
を
日
割
支
給
に
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
日
額
旅
費
を
５
千
円
か
ら
３

千
円
に
減
額
す
る
も
の
で
す
。
施
行

は
、
期
末
手
当
の
制
度
化
に
つ
い
て

は
公
布
の
日
か
ら
、
そ
の
他
は
本
年

４
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

（
関
連
記
事
４
面
に
）

豊
島
区
国
民
健
康
保
険
出
産

費
資
金
貸
付
条
例
を
可
決

国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る
出

産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に
対
し
、

そ
の
出
産
に
要
す
る
費
用
を
支
払
う

た
め
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
に

よ
り
、
被
保
険
者
の
生
活
を
安
定
さ

せ
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

同
一
時
金
の
８
割
相
当
額
（
上
限
２８

万
円
）
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

施
行
は
、
本
年
４
月
１
日
で
す
。

豊
島
区
特
別
工
業
地
区

建
築
条
例
を
可
決

東
京
都
特
別
工
業
地
区
建
築
条
例

の
廃
止
に
伴
い
、
同
条
例
と
同
様
に
、

区
内
の
第
二
種
特
別
工
業
地
区
内
に

お
け
る
工
場
の
建
築
等
を
規
制
す
る

も
の
で
す
。
施
行
は
、
本
年
４
月
１

日
で
す
。

特
別
区
道
路
線（
２
路
線
）

を
認
定

次
の
２
路
線
を
、
新
た
に
特
別
区

道
と
し
て
認
定
を
し
ま
し
た
。

◆
路
線
名
３２
‐
３２１

（
起
点
）北
大
塚
二
丁
目
９０２
番
４
先

（
終
点
）同
３１
番
先

◆
路
線
名
１２
‐
８１１

（
起
点
）西
池
袋
五
丁
目
１
千
１０９
番

１
先（
終
点
）同
５
先

１５
年
度
補
正
予
算
を
可
決

平
成
１５
年
度
補
正
予
算
２
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

●
豊
島
区
組
織
条
例（
一
部
改
正
）●

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
●
豊
島
区
行
政
委
員
会

の
委
員
及
び
非
常
勤
の
監
査
委
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）●
豊
島
区
長
、
助
役
、

収
入
役
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）●
豊
島
区
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）●
豊
島
区
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）●
和
解
の

申
立
て
に
つ
い
て
●
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）●
幼
稚
園

教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）●
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）●
幼
稚
園

教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

可
決
し
た

意
見
書（
要
旨
）

小
規
模
住
宅
用
地
に
係
る
都
市

計
画
税
の
軽
減
措
置
及
び
小
規

模
非
住
宅
用
地
に
係
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

長
引
く
不
況
は
、
失
業
率
の
上
昇
、

個
人
消
費
や
設
備
投
資
の
低
迷
な
ど

を
も
た
ら
し
、
家
計
も
企
業
も
将
来

い
し
ゅ
く

へ
の
不
安
か
ら
萎
縮
し
、
強
い
閉
塞

感
に
包
ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

ぜ
い
じ
ゃ
く

経
営
基
盤
の
脆
弱
な
小
規
模
企
業
者

は
、
廃
業
の
や
む
な
き
に
至
る
者
も

少
な
く
な
く
、
商
店
街
の
空
洞
化
等

は
地
域
振
興
に
も
暗
い
影
を
落
と
し

て
い
る
。

東
京
都
が
昭
和
６３
年
度
か
ら
実
施

し
た
小
規
模
住
宅
用
地
に
係
る
都
市

計
画
税
を
２
分
の
１
と
す
る
軽
減
措

置
は
、
区
部
に
所
在
す
る
宅
地
の
約

７０
％
が
適
用
を
受
け
、
既
に
制
度
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

度
新
た
に
実
施
し
た
小
規
模
非
住
宅

用
地
に
係
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
税
額
を
２
割
減
免
す
る
措
置

は
、
小
規
模
企
業
者
に
と
っ
て
、
事

業
の
継
続
や
経
営
内
容
の
健
全
化
に

大
き
な
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
豊
島
区
議
会
は
、
東
京

都
に
対
し
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
強

く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
係
る
都
市

計
画
税
の
軽
減
措
置
を
平
成
１６
年
度

以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。

一
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
係
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
を
平
成
１６
年
度
以
降
も
継
続
す
る

こ
と
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

民
間
社
会
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

推
進
費
補
助
事
業
再
構
築
案
に

関
す
る
意
見
書

現
行
の
民
間
社
会
福
祉
施
設
サ
ー

ビ
ス
推
進
費
補
助
事
業
は
、
現
在
の

保
育
水
準
を
保
障
す
る
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
今
回
の
再
構
築
案

は
、
こ
れ
ま
で
長
い
年
月
を
か
け
て

積
み
上
げ
て
き
た
保
育
園
と
し
て
の

実
績
や
職
員
の
経
験
年
数
な
ど
を
全

く
無
視
し
、
経
営
効
率
の
み
を
重
視

し
た
も
の
で
あ
り
、
保
育
実
践
の
継

続
性
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

保
育
所
や
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
る
専

門
的
な
知
識
や
技
術
を
蓄
積
し
た
職

員
を
多
く
有
す
る
保
育
所
ほ
ど
、
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
。

よ
っ
て
、
豊
島
区
議
会
は
、
東
京

都
に
対
し
、
現
行
の
保
育
水
準
と
質

を
維
持
し
、
保
育
に
携
わ
る
職
員
の

経
験
や
専
門
性
を
十
分
に
配
慮
し
た

制
度
と
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

国
民
健
康
保
険
制
度
等
に
関
す

る
意
見
書

昨
年
１０
月
か
ら
の
医
療
制
度
改
正

に
よ
り
、
老
人
保
健
に
お
い
て
高
額

医
療
費
の
償
還
払
い
制
度
が
設
け
らはん

れ
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
事
務
が
煩

さ瑣
で
あ
る
た
め
、
最
低
３
カ
月
以
上

償
還
金
を
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
期
間
、
低
所
得
者
の
生
活

困
窮
も
考
え
ら
れ
、
高
額
医
療
費
支

給
の
制
度
改
善
が
望
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て

は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
老
人

医
療
の
受
給
対
象
年
齢
の
引
上
げ
等

に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
保
険
料
収
入
は
、

低
所
得
者
に
加
え
、
近
年
の
経
済
情

勢
の
低
迷
に
よ
る
無
所
得
者
等
の
増

加
な
ど
、
構
造
的
な
要
因
を
背
景
に
、

収
納
率
の
低
下
が
よ
り
顕
著
に
な
り
、

国
民
健
康
保
険
財
政
は
悪
化
の
一
途

た
ど

を
辿
っ
て
い
る
。

本
区
で
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
１４
年
度
決
算

で
は
４７
億
円
に
達
す
る
と
と
も
に
、

保
険
料
の
料
率
に
つ
い
て
も
、
毎
年

引
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
医
療
費

を
賄
い
き
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
豊
島
区
議
会
は
、
老
人

保
健
及
び
国
民
健
康
保
険
の
制
度
の

現
状
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
速
や
か
に
解
決

す
る
よ
う
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
、

強
く
要
望
す
る
。

一
、
老
人
保
健
の
高
額
医
療
費
に
つ

い
て
、
外
来
受
診
に
係
る
費
用
で
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
現

物
給
付
と
す
る
こ
と
。

一
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
改
善
の

た
め
、
必
要
か
つ
十
分
な
国
庫
負
担

に
よ
る
財
政
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

（
内
閣
総
理
・
財
務
・
厚
生
労
働
大

臣
あ
て
）

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

◆第４回定例会において意見が分かれた議案
○可決に賛成 ×可決に反対 －棄権

ネ

ッ

ト

×

○

○

行
革
一
一
〇
番

×

×

○

社

民

党

○

○

○

無
所
属
改
革
の
会

×

×

○

日

本

共

産

党

○

×

○

公

明

党

○

○

×

民

主

区

民

○－

○－

○

自
民
党
豊
島
区
議
団

○

○

×

会 派 等

結 果

件 名

可決

可決

否決

豊島区放置自転車等
対策推進税条例

豊島区狭小住戸集合
住宅税条例

イラクへの自衛隊派
遣に反対する意見書

予 算 額

６，１３１万９，０００円

８９６億２，５０６万７，０００円

２２億１，８９４万２，０００円

２１８億５，７６１万５，０００円

（第４号）追加補正

総 額

（第２号）追加補正

総 額

会 計 名

一般会計

老人保健
医療会計




